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平成 21 年３月期第２四半期累計（連結・個別）業績予想との差異及び通期（連結・個別）

業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
平成 21 年３月期（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）の業績予想について、平成 20 年８月７日付

当社「平成 21 年３月期第１四半期決算短信」にて発表いたしました連結業績予想、平成 20年５月 15 日付当

社「平成 20 年３月期決算短信」にて発表いたしました個別業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 
記 

 
１．平成 21 年 3 月期 連結業績予想の修正等 

(１) 第２四半期累計期間（平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年 9月 30 日）         （単位：百万円） 

                売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

前回予想（Ａ） ５，２００ △２８０ △２８０ △２７０

今回予想（Ｂ） ４，７００ △３００ △３０５ △２９５

増減額（Ｂ－Ａ） △５００ △２０ △２５ △２５

増減率（％） △９．６    －    －    －

（参考） 

前期実績（平成 20 年 3 月期中間） 
６，２９９ △６７ △６８ △８２

 

（２）通期（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日）               （単位：百万円） 

                売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） １５，０００ １５０ １３０ １００

今回予想（Ｂ） １４，５００ １１０ ９０ ７５

増減額（Ｂ－Ａ） △５００ △４０ △４０ △２５

増減率（％） △３．３   △２６．７ △３０．８   △２５．０

（参考） 

前期実績（平成 20 年 3 月期） 
１４，４５７ ９５ ９０ △２６１

 

 

 



２ 

２．平成 21 年 3 月期 個別業績予想の修正等 

(１) 第２四半期累計期間（平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年 9月 30 日）         （単位：百万円） 

                売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

前回予想（Ａ） ３，２００ △１５０ △１６５ △１６０

今回予想（Ｂ） ２，４５０ △２１６ △２２６ △２０７

増減額（Ｂ－Ａ） △７５０ △６６ △６１ △４７

増減率（％） △２３．４    －    －    －

（参考） 

前期実績（平成 20 年 3 月期中間） 
４，１１１ １ △７ △１７

 

（２）通期（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日）               （単位：百万円） 

                売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） １０，０００ １００ ６０ ４５

今回予想（Ｂ） ９，５００ ６０ ２０ ２０

増減額（Ｂ－Ａ） △５００ △４０ △４０ △２５

増減率（％） △５．０   △４０．０ △６６．７   △５５．６

（参考） 

前期実績（平成 20 年 3 月期）   
９，２５３ ７２ ３５ △２７７

 

３．修正の理由 

（１）第２四半期累計期間（連結・個別） 

   売上高につきましては、子会社の建設事業において、当初第３四半期の計上を予定していた工事が

子会社の工期短縮の努力により、売上計上時期が前倒しされたことにより 250 百万円の増加がありま

したが、当社（個別）の建設工事において、当初第２四半期の計上を予定していた工事が、工期の延

長契約により売上計上時期が第３四半期にずれたことにより 750 百万円減少いたしました。その結果、

連結売上高は 500 百万円の減少、個別売上高は 750 百万円の減少となり、前回予想を下回る見込みで

あります。 

利益につきましては、子会社の建設事業売上高の増加があるものの、当社（個別）の建設事業売上

高の減少が大きく、また、原材料価格の高騰による工事原価が増加したことにより、連結・個別とも

に、営業利益、経常利益及び四半期純利益は前回予想を下回る見込みであります。 

（２）通期（連結・個別） 

売上高につきましては、通期において、第２四半期累計期間の修正理由の影響はありませんが、当

社（個別）の建設事業において、公共事業の予算縮小、民間設備投資の時期の見直し及び手控えなど

の市場環境のもと、受注競争の激化により受注高が減少し、連結・個別ともに前回予想を 500 百万円

下回る見込みであります。 

利益につきましては、連結・個別ともに、建設事業の売上高の減少及び公共事業、民間工事の競争

激化による低採算工事の受注により、営業利益、経常利益及び当期純利益は前回予想を下回る見込み

であります。 

４．その他 

１株当たりの期末配当金予想額（5円 00 銭）は従来通り変更ありません。 

 

（注） 今回の修正値は、現在入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後の様々な

要因により、上記予想数値と異なる可能性があります。 

     

以上 


